
会 

長
　
森
　
　
武

会
員
増
強
へ

　
格
段
の
取
り
組
み
を

儀
な
く
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
数
は
29
ク
ラ
ブ

と
な
り
ま
し
た
。
当
然
な
が
ら
総
会
員

数
も
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
約
半
数
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
状
況
は
、
全
国
的

に
見
て
も
全
く
同
様
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
当
市
老

連
で
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
役
員

　

異
常
な
暑
さ
の
中
、
会
員
の
皆
様
に

は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
日
頃
よ
り
、
市
老
連
の
事
業
展

開
、
活
動
に
は
格
段
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
市
老
連
の
会
員
状
況
に
つ
い

て
で
す
が
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
の
後
継

者
が
い
な
い
、
新
た
な

会
員
が
入
っ
て
こ
な

い
、
ま
た
社
会
的
な
要

因
等
々
の
事
情
に
よ
り

会
員
の
減
少
傾
向
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
３
ク

ラ
ブ
が
会
の
解
散
を
余

の
方
を
中
心
に
、
会
員
獲
得
活
動
を
展

開
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
部
と
し
て
も
会
員
増
強
の
た
め
の

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
特
に
広
報

活
動
を
強
化
し
、
皆
様
の
活
動
状
況
を

広
く
対
象
層
に
訴
え
る
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
結
果
、
一
定
の
成
果
は
出

て
き
て
い
る
も
の
の
、
既
存
会
員
の
高

齢
化
も
避
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
退
会

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
会
員
の
数
も
多

く
、
新
規
入
会
の
方
が
こ
れ
を
上
回
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。

　

本
会
を
持
続
可
能
な
団
体
と
し
て
、

さ
ら
に
そ
の
活
動
自
身
の
意
義
を
高

め
、
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
我
々

の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
後

に
続
く
方
々
に
も
よ
り
豊
か
な
老
後
を

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
事
業
内
容
の
充
実
と
見
直

し
を
行
い
、
入
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅

力
あ
る
会
の
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
お
一
人

お
一
人
が
、
ご
近
所
の

方
・
お
友
達
の
方
に
、

ひ
と
声
か
け
て
み
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
き
な

力
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

必
ず
や
「
老
人
会
は
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
か
な
？　

一
度
行
事
や
活

動
に
体
験
参
加
し
て
み
よ
う
か
な
…
」

と
思
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
会

員
全
員
で
の
新
規
入
会
者
促
進
活
動
に

力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〝顔
な
じ
み
〟の

〝顔
な
じ
み
〟の

人
の
輪
を
広
げ
よ
う

人
の
輪
を
広
げ
よ
う
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6
月
25
日（
木
）茅
ヶ
崎
市
役
所
分
室

で
開
催
。

◦�

タ
イ
ト
ル
「
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、

快
適
で
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。」

◦�

講
師

　
暮
ら
し
と
人
生
の
整
え
ア
ド
バ
イ
ザ
ー�

佐
藤
夢
美

　

講
師
の
佐
藤
さ
ん
は
、

仕
事
を
通
し
実
際
の
体
験

に
基
づ
い
て
話
を
さ
れ
て

い
た
の
で
、
説
得
力
が
あ

り
大
変
に
役
立
つ
お
話
で

し
た
。
年
を
重
ね
る
と
、
身
体
が
思
う

様
に
動
か
な
く
な
る
の
で
、
す
ぐ
手
が

届
く
様
に
床
・
テ
ー
ブ
ル
・
水
ま
わ
り

等
が
物
で
あ
ふ
れ
、
探
し
物
は
増
え
、

掃
除
が
し
に
く
く
、
転
ん
で
大
事
故
に

つ
な
が
り
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま

う
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
無
い
と
の
こ

と
で
す
。
「
使
わ

な
い
物
を
整
理
す

る
だ
け
で
心
に
ゆ

と
り
が
で
き
ま
す
。

快
適
で
安
全
な
生

活
を
送
り
ま
し
ょ

う
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

大
住
台
楽
生
ク
ラ
ブ
で
は
、
７
月
５

日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
大
住
台
・
坂

東
公
園
の
一
角
を
活
用
し
、
初
め
て
子

供
会（
お
お
す
み
っ
子
ク
ラ
ブ
中
心
）と

共
催
で
「
七
夕
飾
り
イ
ベ
ン
ト
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

会
員
や
子
供
た
ち

は
短
冊
に
願
い
事
を

書
い
た
り
、
手
作
り

の
飾
り
を
笹
に
つ
る

す
な
ど
、
笑
顔
で
楽

し
く
行
い
、「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」「
心
に

残
る
思
い
出
に
な
っ
た
」
等
、
好
評
で

し
た
。
来
年
も
是
非
と
の
声
が
多
く
あ

り
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
園
に
設
置
後
は
、
近
所
の
子
供
連

れ
の
方
が
「
七
夕
飾
り
」
の
前
で
写
真

を
撮
っ
た
り
、
お
年
寄
り
が
「
と
て
も

綺
麗
で
す
ね
」
と
話
し
た
り
、
大
変
好

評
で
し
た
。
会

員
は
も
と
よ
り
、

大
住
台
の
地
域

活
性
化
に
も
少

し
は
寄
与
で
き

た
も
の
と
思
い

ま
す
。

子
宝
安
産
の
守
護
神
　
子
易
明
神

　

大
山
街
道
沿
い
の
比
比
多
神
社
（
子

易
明
神
）
は
、
天
平
年
間
（
７
２
９
〜

７
４
９
）
に
相
模
国
の
守
護
に
あ
た
っ

て
い
た
染
屋
太
郎
時
忠
（
藤
原
鎌
足
の

玄
孫
で
関
東
諸
国
の
総
追
捕
使
）
が
、

国
の
安
土
と
子
宝
を
願
い
勧
請
し
た
こ

と
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宝
と
安
産
の
神
様
と
し
て
有
名
で

拝
殿
の
柱
は
、
か
つ
て
安
産
の
お
守
り

と
し
て
参
拝
者
が
少
し
ず
つ
削
っ
て
持

ち
帰
っ
た

た
め
細
く

な
っ
て
い

て
、
今
で

は
、
削
ら

な
い
よ
う

に
と
の
注

意
書
き
が

あ
り
、
削

れ
な
い
よ

う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

県
老
連　

湘
南
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

ゆ
め
ク
ラ
ブ
大
学
《
講
演
》

大
住
台
楽
生
ク
ラ
ブ

大
住
台
楽
生
ク
ラ
ブ

キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
で
七
夕
飾
り

キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
で
七
夕
飾
り

単
位
ク
ラ
ブ　

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

単
位
ク
ラ
ブ　

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す

街
道
が
交
わ
る
咳
止
め
地
蔵

　

こ
の
あ
た
り
は
、
昔
、
渋
田
川
を
堰

き
止
め
て
流
れ
を
変
え
、
新
田
を
開
い

た
場
所
で
す
。
こ
の
「
堰
止
め
」
が
橋

の
名
と
な
り
、
い
つ
し
か
病
気
の
咳
を

止
め
る
「
咳
止

め
」
と
な
り
、

辻
の
地
蔵
尊
が

咳
止
め
の
仏
さ

ま
と
崇
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
に

は
明
治
15

年
の
地
図

が
掲
示
さ

れ
て
お
り
、

大
山
道
と

矢
倉
沢
往

還
は
、
こ

の
地
蔵
の

近
く
で
交

差
し
、
大

山
方
面
と

善
波
・
足

柄
方
面
へ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。

わ
が
街
の
知
ら
れ
ざ
る

史
跡
・
景
観

市
内
に
は
、
旅
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
矢
倉
沢

往
還
や
大
山
街
道
に
沿
っ
て
多
く
の
史
跡

が
あ
り
、
当
時
を
し
の
ば
せ
ま
す
。
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近
年
減
少
傾
向
で
し
た
が
、
昨

年
６
月
か
ら
の
１
年
間
で
、
５
名

退
会
し
た
も
の
の
、
14
名
が
入
会

（
募
集
チ
ラ
シ
で
１
名
、
勧
誘
で

13
名
）
し
、
現
在
91
名
と
増
員
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も

地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
共
に
、
勧

誘
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

②
健
康
維
持
と
生
き
が
い
づ
く
り

　

運
動
・
娯

楽
・
教
養
・

奉
仕
に
積
極

会
員
増
強
と
フ
レ
イ
ル
予
防

　

設
立
57
周
年
を
迎
え
る
北
高
森
長
寿

会
で
は
、
今
年
も
「
会
員
増
強
」「
フ

レ
イ
ル
予
防
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
次
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
新
規
会
員
の
獲
得

　

53
年
前
の
入
居
者
は
６
０
０
世
帯
。

あ
れ
か
ら
高
齢
者
が
増
え
、
空
き
家
も

か
な
り
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

老
人
会
が
結
成
さ
れ
た
当
時
は
75
世

帯
あ
っ
た
会
員
も
、
今
は
27
世
帯
に
減

少
。
団
地
以
外
の
入
会
者
は
9
世
帯
。

皆
さ
ん
の
協
力
で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
毎
月
の
例
会
と
有
志

に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
。
最
近
始

め
た
い
き
い
き
百
歳
体
操
。
ま
も
な
く

ス
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ン
が
届
く
の
で
、
自

治
会
と
協
力
し
て
、
大
会
を
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
友
愛
チ
ー
ム
も
、
中

心
者
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
10
人
位
が

集
ま
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
市
老
連
の

入
湯
会
も
、
皆
無
だ
っ
た
の
に
、
今
で

は
7
～
8
人
は
通
常
で
す
。
市
老
連
の

ス
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ン
大
会
に
も
、
6
人

は
出
場
で
き
ま
す
。
市
老
連
一
大
イ
ベ

北
高
森
長
寿
会

東
高
森
団
地
桜
寿
会

的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

や
ス
ラ
イ
ド
ス

ト
ー
ン
練
習
会
で

腕
を
磨
き
、
市
老

連
大
会
で
上
位
を

目
指
し
て
い
る
他
、

卓
球
や
い
き
い
き

百
歳
体
操
で
健
康

を
保
つ
努
力

を
続
け
て
い

ま
す
。

③
市
老
連
行

事
で
の
親
睦

交
流

　

当
会
内
お

よ
び
、
他
の

老
人
ク
ラ
ブ

と
の
絆
を
深

め
る
た
め
、

市
老
連
主
催

の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
は
積

極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
バ
ス
ハ
イ
ク
や
入

湯
会
に
は
約
20
名
が
参
加
し
、
会
員
同

士
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ボッチャ

カラオケ

タイ焼き ン
ト
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
に
は
、
5
人

も
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
カ
ラ
オ
ケ

サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
自
治
会
開
催
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
タ
イ
焼
き
の
模
擬
店
を
出
店
し
、

協
力
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
会
の
果
た
す
役
割
は
り
っ
ぱ
な

社
会
貢
献
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
が

イ
キ
イ
キ
と
健
康
で
集
い
合
え
る
居
場

所
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。（

会
長　

中
山
浦
子
）

④
自
治
会
と
連
携
し
た
地
域
活
動

　

北
高
森
納
涼
祭
や
体
育
祭
、
緑

台
小
学
校
行
事
の
「
作
っ
て
遊
ぼ

う
」
や
「
餅
つ
き
」「
広
場
清
掃
」

な
ど
で
地
域
活
動
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も

仲
間
を
増
や
し
な
が
ら
、
大
い
に

語
り
、
歌
い
、
動
い
て
、
会
員
の

健
康
維
持
・
増
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

（
会
長　

谷
川
廣
幸
）

前高森長寿会との楽しい親睦ゲーム前高森長寿会との楽しい親睦ゲーム

大勢で盛り上がる入湯会大勢で盛り上がる入湯会
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◯�

10
月
７
日（
水
）

　

第
41
回
市
老
連

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

  

予
備
日  

10
月
８
日（
木
）

◯�

10
月
22
日（
木
）

　

第
17
回
市
老
連

　

ス
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ン
大
会

◯�

10
月
28
日（
水
）

　

第
２
回
バ
ス
ハ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
〈
行
先
未
定
〉

◯�

11
月
２
日（
月
）

　

老
人
福
祉
大
学
②

◯�

11
月
19
日（
木
）

　

湘
南
ブ
ロ
ッ
ク

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

  

予
備
日  

11
月
26
日（
木
）

予
定
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　

６
月
11
日
、
参
加
者

１
２
０
名
、
バ
ス
４
台
で
、

御
殿
場
・
伊
豆
北
部
方
面

へ
の
バ
ス
ハ
イ
ク
に
出
か

け
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
三
島
ス
カ
イ
ウ

ォ
ー
ク
で
ト
イ
レ
休
憩
、

三
嶋
大
社
を
参
拝
し
た
後
、

本
日
の
メ
イ
ン
と
な
る
御

殿
場
・
時
之
栖
（
と
き
の

す
み
か
）
の
バ
イ
キ
ン
グ

レ
ス
ト
ラ
ン
「
麦
畑
」
へ
。

鉄
板
コ
ー
ナ
ー
の
肉
料
理

を
は
じ
め
、
和
食
・
中
華
、

豊
富
な
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の

食
べ
放
題
と
、
大
人
気
の

地
ビ
ー
ル
５
種
類
の
飲
み

放
題
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
旧
沼
津
御

用
邸
の
散
策
を
挟
ん
で
、

め
ん
た
い
パ
ー
ク
伊
豆
と

沼
津
の
ア
メ
横
で
買
い
物

を
楽
し
み
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
比
較
的
近
場
の

行
程
で
ト
イ
レ
休
憩
の
心

配
も
少
な
く
、
親
睦
を
深

め
る
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

雨
の
た
め
一
週
間
遅
れ
て
、
第
40

回
市
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会（
個
人
戦
）が
５
月
27
日
青
空
の
も

と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
４
０
名

あ
ま
り
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
女
性
の

活
躍
が
目
立
つ
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
１
位　

森　

寿
江

　
　
　
　
　
（
北
高
森
長
寿
会
）

　

６
月
18
日
、
総
合
運
動
公
園
体
育

館
に
お
い
て
第
16
回
ス
ラ
イ
ド
ス

ト
ー
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
海
老
名

ゆ
め
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
も
含
め
20
チ
ー

ム
１
３
３
名
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
毎
日

新
聞
、
読
売
新
聞
、

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

社
や
市
の
広
報
戦

略
課
か
ら
の
取
材
、

ま
た
、
８
月
24
日

に
体
験
会
が
予
定

さ
れ
て
い
る
中
央

第
40
回
市
老
連

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
16
回
市
老
連

　

ス
ラ
イ
ド
ス
ト
ー
ン
大
会

海
老
名
チ
ー
ム
も
参
戦

今
後
の
行
事
予
定

令
和
８
年

第
２
位　

船
山　

弘

　
　
　
　
　
（
板
三
長
楽
会
）

第
３
位　

西
村
公
弘

　
　
　
　
　
（
下
糟
屋
遊
友
会
）

公
民
館
か
ら
も
職
員
が
視
察
に
訪
れ

る
な
ど
、
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
て

い
ま
し
た
。
今
後
、
市
内
の
全
世
代

や
他
都
市
へ
の
普
及
が
楽
し
み
で
す
。

　

成
績
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

優　

勝

　
　

あ
か
ね
台

　

準
優
勝

　
　

板
三
長
楽
会

　

第
３
位

　
　

第
３
ク
ラ
ブ
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